
「NPO等活動支援による社会課題解決事業」 令和７年度採択事業
（団体名五十音順）

事業 関連するSDGsゴール 概要 団体（所在地）

AYAインクルーシブ音楽フェスティバル in大阪
・質の高い教育をみんなに（ゴール４）

・人や国の不平等をなくそう（ゴール10）

当事業は、病気や障がいのある子どもたちとその家族が、大阪交響楽団による一流の音楽を安心

して楽しめる場を提供する。2026年1月11日に住友生命いずみホールで開催し、500名の参加

を見込む。会場では声を出したり歩き回ったりすること、また医療ケアを許容し、医療従事者を常駐

させることで、特性に配慮した環境を創出し、参加者・事業者双方が安心できる場を整える。本事

業を通じ、病気や障がいのある子どもたちの文化芸術体験を促進し、文化施設や音楽団体がイン

クルーシブな取り組みを学ぶ機会とする。

特定非営利活動法人

AYA

（東京都中央区）

社会的・経済的困難を抱える子どもたちへの金融教育プ

ログラム提供

・貧困をなくそう（ゴール１）

・質の高い教育をみんなに（ゴール４）

・人や国の不平等をなくそう（ゴール10）

経済的に困難な状況下にある子どもたち・社会的養護の子どもたちを対象に、金融リテラシーの向

上を図ることは、貧困の連鎖を断ち切るための鍵となると考えています。私たち「一般社団法人日本

金融教育支援機構」は、大阪を中心に子ども支援を行なっているNPO・社会的養護の子どもたち

の支援を行なっているNPOなどと連携し、子どもたちへの金融教育普及を推進する事業を行なって

いきます。この取り組みは、家庭の経済的困難を乗り越える手助けとなると共に、子どもたちの豊か

な未来を築くための基盤作りを目的としています。

一般社団法人日本金融

教育支援機構

（東京都千代田区）

次世代リーダー養成アカデミー「アントレLabo」開校へ

～「学校任せの教育」から「地域で教育を支える仕組み」

へ～

・すべての人に健康と福祉を（ゴール３）

・質の高い教育をみんなに（ゴール４）

・住み続けられるまちづくりを（ゴール11）

・パートナーシップで目標を達成しよう(ゴール17)

今や崩壊の危機に瀕している日本の学校教育システム。その中で、重要な教育的意義を担ってい

た部活動が地域展開という形で学校現場から切り離されようとしています。しかし、現状では多くの

地域で部活動の地域展開における課題が顕在化しております。このピンチをチャンスと捉え、現役教

員主体で立ち上げた弊法人は、「学校×地域×民間」による新たな地域クラブ運営を模索しており

ます。今回の事業では、教育者・専門家・社会実務家などが結集することによって、小学校高学年

の段階で「運動」・「食事」・「人間性（社会性）」の本質を一気通貫で学ぶことができるプログラム

を開発し、放課後や休日の学校施設を活用した次世代リーダー養成アカデミー「アントレLabo」の

開校実現に向けて準備を進めております。数年後、本アカデミーの卒業生たちが、部活動の地域展

開先となる地域クラブを主体的に運営・経営していくリーダーとなり、そこから地域創生の先駆者とな

れる人材を育成・輩出していくことを目指すとともに、その教育事業に民間からのスポンサードが集ま

る仕組みを構築していきます。

NPO法人部活動リノベクエ

ストLabo

（大阪府箕面市）

キッチンカーで「誰でも食堂」プロジェクト

・貧困をなくそう（ゴール１）

・すべての人に健康と福祉を（ゴール３）

・質の高い教育をみんなに（ゴール４）

・働きがいも経済成長も（ゴール８）

・人や国の不平等をなくそう（ゴール10）

・住み続けられるまちづくりを（ゴール11）

・つくる責任つかう責任（ゴール12）

・パートナーシップで目標を達成しよう(ゴール17)

キッチンカーを活用して子どもに限らず、誰もが利用できる食堂を運営することで、貧困家庭支援や

居場所つくり、食育、障がい者の就労課題解決、農家の課題解決をしながら地域活性化、福祉の

地域格差の是正を実現。

特定非営利活動法人

MUKU

（大阪府大阪市）


